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日　
時
：
９
月
２３
日（
土・祝
）１０
：
００
～
１５
：
００

場　
所
：
宮
津
市
・
天
橋
立
公
園

Ｂ
Ｂ
Ｑ
：
京
丹
後
市
・
セ
ン
ト
ラ
ー
レ
ホ
テ
ル
京
丹
後

参
加
対
象
：
自
治
労
組
合
員（
家
族
も
Ｏ
Ｋ
）

※
参
加
申
し
込
み
は
所
属
の
組
合
ま
で

▲37℃を超す猛暑の中行われた中央行動連合近畿ブロックユースラリー

府本部臨職評夏期学習会

天
橋
立
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
＆
交
流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

　

府
本
部
青
年
部
は
７
月
７

日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日

間
、
和
歌
山
県
・
白
浜
町
で

開
催
さ
れ
た
連
合
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
第
１０
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

に
２
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
最
初
に
１０
班
に

分
け
ら
れ
、
こ
の
３
日
間
は

　

報
告
集
会
で
森
永
事
務
局

長
は
交
渉
の
概
要
を
報
告
し

た
上
で
「
３０
年
ぶ
り
の
高
水

準
と
い
わ
れ
る
民
間
の
賃
上

げ
妥
結
状
況
等
を
踏
ま
え
れ

ば
、
極
め
て
不
満
の
残
る
交

渉
だ
が
、現
場
の
思
い
は
し
っ

か
り
伝
え
て
き
た
。
勧
告
日

に
つ
い
て
は
例
年
同
様
と
い

う
局
長
回
答
を
得
た
た
め
、

８
月
７
日
の
週
の
勧
告
を
想

定
し
、
今
後
の
交
渉
を
強
化

し
て
い
く
。月
例
給
に
関
し
て

局
長
か
ら
は
、
民
間
の
定
期

昇
給
を
含
む
賃
上
げ
率
は
３０

各
班
で
行
動
し
た
。
連
合
本

部
の
山
根
木
晴
久
副
事
務
局

長
に
よ
る
本
部
講
演
や
白
良

浜
の
清
掃
活
動
な
ど
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
企
画
さ
れ
た
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
は
七
夕
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
各
々
の
願
い
を
込

め
た
短
冊
の
作
成
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
等
を
し
て
班
の
親
睦

を
深
め
た
。
２
日
目
は
、
和

歌
山
県
の
世
界
遺
産
・
熊
野

古
道
の
修
繕
活
動
で
あ
る

「
道
普
請
」
の
目
的
や
昔
な

が
ら
の
補
修
方
法
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
白
浜
町
内
の
１７

ヵ
所
の
ス
ポ
ッ
ト
を
各
班
で

回
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

年
ぶ
り
の
高
水
準
で
あ
る
こ

と
や
民
間
の
一
時
金
の
状
況

は
、昨
年
冬
は
大
幅
増
、今
年

夏
は
横
ば
い
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
示
し
た
も
の
の
、
官

民
較
差
及
び
一
時
金
に
つ
い

て
は
現
在
集
計
中
で
あ
り
、

最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
か
注
視
し
て
い
る
と

の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

の
上
で
月
例
給
の
改
定
に
関

し
て
、
個
々
の
産
業
や
企
業

に
よ
っ
て
様
々
な
状
況
が
あ

り
決
し
て
楽
観
で
き
ず
厳
し

い
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

最
終
的
な
結
果
で
改
定
を
行

う
場
合
に
も
民
間
と
の
初
任

給
格
差
の
課
題
は
放
置
で
き

ず
、
初
任
給
に
か
な
り
重
点

を
置
く
対
応
を
含
め
て
検
討

行
っ
た
。
白
浜
町
の
素
晴
ら

し
い
景
色
や
様
々
な
ス
ポ
ッ

ト
を
回
る
こ
と
で
、
班
員
と

の
結
束
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
３
日
目
は
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
各

班
で
撮
影
し
た
深
イ
イ
写
真

を
使
い
な
が
ら
発
表
会
を
行

っ
た
。
和
歌
山
な
ら
で
は
の

風
景
写
真
や
班
の
交
流
が
深

ま
っ
た
写
真
等
各
班
の
個
性

が
出
る
よ
う
な
楽
し
い
写
真

が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
回
の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に

参
加
し
、
仲
間
同
士
の
交
流

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

労
働
運
動
へ
の
意
識
を
向
上

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
労
働
組
合
の
役
員
と

し
て
の
視
野
を
広
げ
活
動
し

て
い
き
た
い
。（
自
治
労
京

都
市
職
・
岩
井
真
人
）

　

府
本
部
男
女
平
等
推
進
闘

争
委
員
会
は
７
月
１９
日
、
男

女
平
等
推
進
月
間
の
６
月
に

京
都
府
男
女
共
同
参
画
課
へ

提
出
し
た
京
都
府
知
事
宛
て

「
男
女
平
等
社
会
実
現
を
求

め
る
要
求
書
」
に
対
す
る
回

答
交
渉
に
臨
ん
だ
。
交
渉
は

京
都
府
庁
で
行
い
、
京
都
府

文
化
生
活
部
か
ら
３
人
、
府

本
部
か
ら
６
人
が
参
加
し

た
。

　

府
本
部
か
ら
の
１５
項
目
の

要
求
に
対
し
、
文
化
生
活
部

の
西
村
副
部
長
（
府
民
生
活

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

こ
の
回
答
を
踏
ま
え
れ
ば
、

現
段
階
で
較
差
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
中
高
年
齢

層
で
ど
こ
ま
で
ど
の
程
度
配

分
で
き
る
の
か
、
ま
さ
に
正

・
男
女
共
同
参
画
担
当
）
か

ら
、
市
町
村
の
条
例
・
計
画

や
京
都
府
の
取
り
組
み
状
況

と
市
町
村
に
対
す
る
助
言
や

連
携
な
ど
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。

　

府
内
の
男
女
平
等
に
関
す

る
条
例
・
計
画
の
推
進
に
つ

い
て
、
府
は
「
１９
年
度
に
策

定
し
た
『
京
都
府
女
性
活
躍

応
援
計
画
』
に
よ
り
、
各
団

体
に
お
け
る
女
性
参
画
の
進

捗
を
検
証
し
て
お
り
、
市
町

村
に
お
い
て
も
同
様
の
計
画

が
策
定
、
実
施
さ
れ
る
よ
う

念
場
を
迎
え
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
あ
く
ま
で
全
職
員
に

対
す
る
月
例
給
の
引
上
げ
勧

告
を
追
求
し
、
最
後
ま
で
交

渉
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
」と
し
、今
後
の
交
渉
に
向

け
た
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
回
答
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
つ

い
て
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
む
け
て
は
、
京
都
ジ

ョ
ブ
パ
ー
ク
企
業
応
援
団
に

よ
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等

が
企
業
訪
問
し
、
周
知
啓
発

を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

府
本
部
臨
職
評
は
７
月
９

日
、
ウ
イ
ン
グ
ス
京
都
に
て

夏
期
学
習
会
を
開
催
。
４
単

組
１９
人
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
は
、
健
康
で
い
き

い
き
と
働
き
続
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
安
里
寛
子
さ
ん
を
講
師

に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座
を
行
っ

た
。
安
里
さ
ん
は
心
と
身
体

を
緩
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
話

は
的
確
で
分
か
り
や
す
く
、

正
し
い
呼
吸
法
や
身
体
の
使

い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
自
宅
で
も
で
き
る

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
伝

　

府
本
部
は
、「
女
性
参
画

に
つ
い
て
は
計
画
策
定
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
の
チ
ェ
ッ

ク
が
重
要
と
な
る
。
引
き
続

き
市
町
村
の
状
況
把
握
や
助

言
等
を
求
め
る
」と
訴
え
た
。

ま
た
「
各
種
相
談
窓
口
や
女

性
等
の
弱
い
立
場
の
方
へ
の

施
策
が
図
ら
れ
、
連
合
や
自

治
労
の
要
請
も
あ
り
相
談
件

数
も
増
え
て
い
る
。
本
当
に

必
要
と
す
る
人
へ
の
更
な
る

情
報
の
周
知
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
請
し
た
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
や
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
が
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
京
都
府
か
ら

国
へ
前
向
き
な
働
き
か
け
を

行
う
よ
う
求
め
た
。

授
。
朝
身
体
を
起
こ
す
前
に

ほ
ぐ
し
て
か
ら
起
き
上
が
る

こ
と
で
心
と
身
体
を
緩
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
も

教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
身
体
を
動

か
し
た
後
は
近
く
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ラ
ン
チ
会
。
レ
ス
ト

ラ
ン
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
は
畑

も
見
え
、
街
中
に
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
よ
う
な
空
間
で
、

野
菜
本
来
の
味
を
生
か
し
た

カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ン
チ
の
料

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々

な
職
種
の
会
計
年
度
任
用
職

員
同
士
で
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
た
。

　

梅
薫
る
季
節
に

紀
州
・
徳
川
家
の

居
城「
和
歌
山
城
」

を
訪
れ
た
。
整
然

と
し
た
区
割
り
。

豊
か
な
水
を
湛
え
る
堀
。
天

下
普
請
を
彷
彿
と
さ
せ
る
石

垣
群
。天
守
閣
か
ら
の
絶
景
。

ど
こ
か
ら
見
て
も
流
石
、
徳

川
御
三
家
と
思
わ
せ
る
往
時

の
威
厳
を
今
に
残
し
て
い
る

▼
そ
れ
と
同
様
に
目
を
見
張

っ
た
の
が
城
郭
内
に
あ
る

「
和
歌
山
城
公
園
動
物
園
」。

推
定
年
齢
３０
歳
、
巻
き
爪
が

悩
み
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
ベ

ニ
ー
ち
ゃ
ん
が
、
市
民
の
ふ

れ
あ
い
の
場
の
園
長
と
し
て

活
躍
中
だ
▼
さ
て
、
和
歌
山

大
空
襲
で
焼
失
し
戦
後
、
市

民
要
望
で
再
建
さ
れ
た
連
立

式
天
守
は
、
資
料
館
と
し
て

豊
臣
後
期
か
ら
幕
末
期
ま
で

の
貴
重
な
調
度
品
を
展
示
し

て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
眺
め

て
い
る
と
当
時
の
生
活
様

式
、
人
々
の
郷
土
愛
、
藩
主

へ
の
忠
誠
心
な
ど
が
伝
わ
っ

て
く
る
▼
最
後
の
藩
主
・
徳

川
茂
承
（
も
ち
つ
ぐ
）
も
主

従
関
係
を
大
切
に
し
て
い
た

よ
う
で
、
藩
主
最
後
の
日
に

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち

に
と
家
臣
団
へ
「
最
後
の
扇

子
」
を
配
っ
た
▼
幾
多
の
戦

禍
を
潜
り
抜
け
て
大
切
に
保

管
さ
れ
て
き
た
陳
列
ケ
ー
ス

越
し
の
扇
子
は
、
私
た
ち
に

時
代
が
変
わ
れ
ど
も
人
の
心

は
普
遍
で
あ
る
事
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
。�

（
英
）

　
公
務
員
連
絡
会
は
７
月
２６
日
、
全
国
か
ら
１
５
０
０
人
の
組
合
員
を
結
集
し
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
人
勧
期
中
央
行
動
を
実
施
。
京
都
か
ら
５
人
が
参
加
し
た
。
人

事
院
交
渉
の
前
進
を
め
ざ
し
て
日
比
谷
大
音
楽
堂
で
の
中
央
集
会
や
霞
ヶ
関
を
一

周
す
る
デ
モ
行
進
、
人
事
院
前
で
の
交
渉
支
援
行
動
を
行
っ
た
。
最
後
に
報
告
集

会
を
行
い
、
要
求
実
現
を
め
ざ
し
最
後
ま
で
た
た
か
う
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

２
０
２
３
人
勧
期
闘
争・中
央
行
動

全
職
員
の
給
与
引
き
上
げ
実
現
へ

仲
間
と
の
交
流
深
め
る

仲
間
と
の
交
流
深
め
る

健
康
で
生
き
生
き
と

�

働
き
続
け
る
た
め
に

相
談
窓
口
の
更
な
る
周
知
を
要
請

府
男
女
共
同
参
画
課
と
交
渉

　（ 1 ）2023年8月1日・15日合併

発行所・自治労京都府本部・〒604－0867 京都市中京区丸太町通烏丸西入北側Ｎ・Ｈ・Ｋビル ２ Ｆ
ＴＥＬ．075－252－5932・ＦＡＸ．075－231－4918　発行人・岡本哲也　編集人・増永浩子
定価　一部10円　本紙の購読料は組合費に含まれています。

毎月 １ 日、15日発行

8／1・15
 2 0 2 3
第 8 6 4 号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

自治労京都府本部では、組合員のみなさんのご
意見を募集しています。組合のこと、機関紙のこ
となど、たくさんのご意見をお待ちしています。
TEL.075-252-5932 FAX.075-231-4918

E-mail : jichiro@jichiro-kyoto.gr.jp
http : //www.jichiro-kyoto.gr.jp/

ご意見をお寄せください



みずしゅうかんみずしゅうかん
だい39かいだい39かい
みずしゅうかんみずしゅうかん
だい39かいだい39かい

めぐるめぐる
あな
たとみらいに

めぐるめぐるめぐるみずみずみずみず
あな
たとみらいに

あな
たとみらいに

あな
たとみらいに

公
企
評
は
、
８
月
１
日
の「
水
の
日
」に
ち
な
ん
で
、
毎
年
水
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る「
水
週
間
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
は「
あ
な
た
と
未
来
に
め
ぐ
る
水
」を
テ
ー
マ
に
ぬ
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ぬ
り
絵
原
本
（
①
こ
ど
も
の
部（
１２
歳
以
下
・
こ
の
機
関
紙
で
も
可
）、
②
お
と
な
の
部（
１３
歳
以
上
））と
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
載
し
府
本

部
ま
で
郵
送
で
送
付
を
お
願
い
し
た
い
。
応
募
締
切
８
月
２４
日
（
木
）府
本
部
必
着
。
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
分
）
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労
水
週
間
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絵
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ン
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」
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書
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書
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ー
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Ｇ
Ｅ
Ｔ
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よ
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Ｅ
Ｔ
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よ
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募
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間
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